
履修モデル 

モデル例-１：地域基盤看護学を専攻し、3年で履修する場合

研究テーマ「コロナウィルスの感染拡大状況における高齢者のメンタルヘルスに関する研究」 

 

 

 

 

 

 

 

修了要件：3 年以上在籍し、所定の単位(必修・選択合計 14 単位以上)を修得し、 

かつ必要な研究指導を受けたうえで学位論文を提出し、その審査および最終試験に合格する 

モデル 1修得単位内訳：基盤科目 6 単位、専門科目 4 単位、看護学特別研究 6 単位、計 16 単位

本学博士前期課程（修士論文コース・CNS コース・保健師コース）修了者 

他大学博士前期課程・修士課程修了者、留学生、社会人、受験資格審査認定者 

入 学 

基 

盤 

科                 

目                   

生命 

倫理 

特論 

看護理

論とその

開発 

疫学的 

研究 

方法論 

質的 

研究 

方法論 

データ

サイエン

ス演習

分子生 

命医科

学特論 

専 

門 

科 

目 

地域 

基盤 

看護学 

特論

地域 

基盤 

看護学 

演習

実践 

看護学 

特論 

実践 

看護学 

演習 

特 

別 

研 

究 

１ 

年 

次 
２
年
次 

３
年
次 

・研究計画審査【発表会】

・研究倫理審査看護学特別研究Ⅰ 

看護学特別研究Ⅱ 

看護学特別研究Ⅲ 

・研究テーマの検討、決定

・論文研究計画書の立案、審査の準備

・研究の遂行、論文投稿

・中間発表会の準備

・学位論文作成

・学位論文予備審査、本審査の準備

・博士論文予備審査

・中間報告【発表会】

・博士論文審査【発表会】

・最終試験
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モデル例-２：実践看護学を専攻し、3年で履修する場合

研究テーマ「脳死下臓器提供をする子どもと家族への看護における看護師の倫理的葛藤」 

 

 

 

 修了要件：3 年以上在籍し、所定の単位(必修・選択合計 14 単位以上)を修得し、 

かつ必要な研究指導を受けたうえで学位論文を提出し、その審査および最終試験に合格する 

モデル 2修得単位内訳：基盤科目 4 単位、専門科目 4 単位、看護学特別研究 6 単位、計 14 単位
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・研究の遂行、論文投稿

・中間発表会の準備

・学位論文作成

・学位論文予備審査、本審査の準備

・博士論文予備審査

・中間報告【発表会】

・博士論文審査【発表会】

・最終試験

修了判定 

本学博士前期課程（修士論文コース・CNS コース・保健師コース）修了者 

他大学博士前期課程・修士課程修了者、留学生、社会人、受験資格審査認定者 
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モデル例-３：地域基盤看護学を専攻し、長期履修（4年）で履修する場合

研究テーマ「パーキンソン病患者の自立支援ケアモデルの開発」

 

 

 

修了要件：3 年以上在籍し、所定の単位(必修・選択合計 14 単位以上)を修得し、 

かつ必要な研究指導を受けたうえで学位論文を提出し、その審査および最終試験に合格する 

モデル 3修得単位内訳：基盤科目 4 単位、専門科目 4 単位、看護学特別研究 6 単位、計 14 単位
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他大学博士前期課程・修士課程修了者、留学生、社会人、受験資格審査認定者 
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モデル例-4：看護実践学を専攻し、長期履修（6年）で履修する場合

研究テーマ「遺伝子治療を受けるがん患者の臨床データを活用した日常生活支援に関する研究」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修了要件：3 年以上在籍し、所定の単位(必修・選択合計 14 単位以上)を修得し、 

かつ必要な研究指導を受けたうえで学位論文を提出し、その審査および最終試験に合格する 

モデル 4修得単位内訳：基盤科目 5 単位、専門科目 4 単位、看護学特別研究 6 単位、計 15 単位
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モデル例-5：実践看護学を専攻し、既修得単位を活用して１年で履修する場合

研究テーマ「脳死下臓器提供をする子どもと家族への看護における看護師の倫理的葛藤」

 

 

 

 

 

 

 

 修了要件：1 年以上在籍し、所定の単位(必修・選択合計 14 単位以上)を修得し、 

かつ必要な研究指導を受けたうえで学位論文を提出し、その審査および最終試験に合格する 

モデル 5修得単位内訳：基盤科目 4 単位、専門科目 4 単位、看護学特別研究 4 単位（単位認定）

看護学特別研究 2 単位（履修による修得）、 計 14 単位 
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